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甲南経営研究第39巻第 3・4号 (1999.3) 
国際ビジネスの形態進化[I ] 
一「複合国際ビジネス」理論展開への序章一―-
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表 1 国際ビジネスの形態一覧


































































































2. 直接貿易形態 (DirectTrade) 


















② 通常貿易（信用状貿易， GeneralTrade) 










(3) D/ A (Documents Against Acceptance, 引受渡）， または D/P(Documents 
Against Payment, 支払渡）方式を使用する場合もある。以下同。
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C . PC (Partial Compensation) 
この場合における機械代金の返済には， 一部がその機械による直接製品で，
残金は現金にて返済される貿易形態である。































































めの L/C(マスター L/C)を開き，製品の輸入を明確な信用によ って表わす。
原料の加工側はマスター L/Cをも って資金調達を行ない，製品の輸入先に所




























































(7) 三つの 「来」：来料加工，来件装配，来様生産と， 一つの「補」：補償貿易。
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契約によって共同の資源開発を行なうというのがこの形態である。






















































































所有形態 所有率 特徴 ！ タイプ
●合弁所有 i 1 %から99%まて ：他社経営資源の活用 i経営資源活用型
◎少数所有 : 1 %から50%まで ！ /¥ 
0単純少数所有 j 1 %から33%まで i
、 → 
経営参加型
0否決権少数所有 :34%から50%まて ： ： 否決権保持型




0絶対多数所有 : 67%から99%まで ： ¥/ 議決権掌握型： 
●完全所有 100% ：自社経営支配の徹底 ：自社完全支配型
注 I:少数点以下は省略した。
注2: 例外はあるが，中国では原則として外資の出資（所有）下限は25%である。
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係を解明する際において重要な課題である。





















































































杉田俊明 (1996) 『中国ビジネスのリスク・マネジメント 』ダイヤモンド社
斎藤祥男 (1991)『求償的貿易の研究』第一書林
日本貿易振興会大阪本部 『貿易ハンドプック 1998-99』
70 
